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あ
け
ま
し
て�

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
は
じ
め
に
、
昨
年
も
ま
た
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
、
館
員
一
同
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
従
来
か
ら
の
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
、
学
芸
課
の
学
芸
部
昇
格
と
学

芸
課
お
よ
び
社
会
啓
発
課
の
二
課
併
設

が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
指
針

に
つ
い
て
は
学
芸
部
長
以
下
が
鋭
意
検

討
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、

こ
の
検
討
と
は
別
に
、こ
れ
ま
で
に『
多

磨
』（
多
磨
全
生
園
入
所
者
自
治
会
機

関
誌
）
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
拙

稿
を
通
し
て
、
痛
切
に
感
じ
て
き
た
ハ

ン
セ
ン
病
と
「
世
間
」
と
の
か
か
わ
り

を
、
年
頭
の
辞
に
こ
と
寄
せ
て
少
し
述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
優
生
学
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
で
し
た
ら
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、

一
八
八
四
年
（
明
治
17
年
）、
当
時
と

し
て
は
い
さ
さ
か
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い〝
黄
白
雑
婚
〟

を
提
唱
し
た
、
高
橋
義
雄
の
『
日
本
人

種
改
良
論
』
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
高

橋
は
福
沢
諭
吉
の「
遺
伝
之
能
力
」（『
時

事
新
報
』
一
八
八
二
年
三
月
二
五
日
）

に
い
う
〈
肺
病
、癩
病
な
ど
は
遺
伝
病
〉

と
す
る
認
識
を
継
承
し
て
お
り
、『
日

本
人
種
改
良
論
』
の
巻
末
に
、「
癩
病

遺
伝
」
の
家
系
と
の
結
婚
は
避
け
る
べ

き
で
、
さ
も
な
い
と
「
一
家
ノ
血
統
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
親
戚
婚
婭
幾
多
ノ
血
派
ヲ
穢

ス
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
今
で
は
無
知

蒙
昧
と
一
蹴
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
す

が
、
二
〇
〇
〇
年
の
『
日
本
ハ
ン
セ
ン

病
学
会
雑
誌
』
に
は
、
恐
ら
く
こ
れ
に

似
た
愚
か
な
「
世
間
口
」
に
怯
え
る
家

族
と
の
関
係
に
よ
っ
て
自
死
に
追
い
込

ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
90
歳
の
老
女
の

痛
ま
し
い
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

日
本
人
の
年
間
ハ
ン
セ
ン
病
新
患
者
発

生
数
は
ゼ
ロ
と
い
っ
て
も
よ
く
、
こ
れ

は
無
謀
な
絶
対
隔
離
（
す
べ
て
の
患
者

の
終
生
隔
離
）
の
効
果
で
は
決
し
て
な

く
、
日
本
の
文
化
的
生
活
水
準
の
向
上

に
よ
る
も
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

将
来
と
も
ゼ
ロ
の
状
態
が
続
く
と
考
え

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ

な
ど
の
外
国
人
に
限
り
ま
す
と
、
年
間

に
数
名
な
い
し
10
名
近
く
の
人
が
新
た

に
発
症
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
人
た
ち
を
避
け
る
と
し
た
ら
、

時
代
錯
誤
的
で
す
。

　
た
と
え
ば
日
本
の
少
子
化
は
今
後
と

も
深
刻
に
な
り
そ
う
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
、
急
速

に
進
む
高
齢
化
へ
の
対
応

と
し
て
、
老
人
施
設
の
介

護
要
員
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

仮
に
老
人
福
祉
施
設
で
働

く
外
国
人
が
ハ
ン
セ
ン
病

と
診
断
さ
れ
、
治
療
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

本
人
に
続
け
て
働
く
意
志

が
あ
れ
ば
、
現
状
通
り
に

働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
療
さ
え

始
め
れ
ば
、
他
の
人
に
感

染
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

全
く
な
い
か
ら
で
す
。

　
ま
た
日
本
の
絶
対
隔
離

政
策
は
そ
の
目
的
を
達
成

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
三

〇
〇
〇
人
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
患
者
が
隔
離
を
免

　
全
生
園
ま
つ
り
出
演

　
藤
宗
太
鼓

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
一

九
九
六
年
の
「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に

関
す
る
法
律
」
施
行
以
後
は
、
一
般
の

医
療
施
設
（
皮
膚
科
）
で
の
外
来
治
療

を
受
け
て
お
り
、
特
定
の
場
所
に
隔
離

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

あ
れ
ば
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
広

い
日
本
社
会
の
〈
ど
こ
か
〉
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
知
り
合
い
が
集
ま
っ
た
身
近

な
「
世
間
」
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者

や
回
復
者
が
一
緒
に
い
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
少
な
く
と
も
今

の
日
本
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
発
病
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
一
緒
に
い
て
何
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
病
名
・
病
歴
は
、
本
人
が

明
か
さ
な
い
限
り
は
わ
か
ら
な
い
で

し
ょ
う
が
、
わ
か
ろ
う
と
わ
か
る
ま
い

と
、
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
誰
か
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
患

者
、
回
復
者
ら
と
共
存
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、

自
分
の
病
気
を
、
親
し
い
人
に
す
ら
明

か
せ
な
い
苦
し
み
を
想
像
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
思
い
や
れ
な
い

と
い
う
心
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
家
系
の
人
と
は
結
婚
で

き
な
い
な
ど
と
い
う
、『
日
本
人
種
改

良
論
』
に
記
さ
れ
た
、
科
学
的
に
は
黴

が
生
え
る
ほ
ど
古
く
、
排
他
的
な
考
え

を
私
た
ち
が
持
ち
続
け
て
い
る
と
い
う

問
題
と
し
て
も
と
ら
え
、
そ
の
よ
う
な

考
え
は
捨
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
長
文
の
最
後
に
な
っ
て
恐
れ
入
り
ま

す
が
、
今
年
も
温
か
い
ご
支
援
の
ほ
ど

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
世
間
」を
意
識
し
た
社
会
啓
発
を

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
　
　
　
　
　

館
長
　
成
田
　
稔

2015年

賀正
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11
月
16
日
（
日
）
か
ら
「
こ
の
人
た

ち
に
光
を
―
写
真
家
趙

チ
ョ
ウ

根グ
ン

在ジ
ェ

が
伝
え
た

入
所
者
の
姿
」
展
を
開
催
し
て
い
る
。

初
日
に
は
趙
根
在
の
奥
様
の
齋
藤
君
子
、

多
磨
全
生
園
入
所
者
の
大
竹
章
、
当
館

運
営
委
員
・
語
り
部
の
佐
川
修
の
３
氏

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。
来
館
者

は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か

け
て
療
養
所
を
撮
影
し
た
写
真
に
興
味

深
く
見
入
っ
て
い
た
。

　
11
月
29
日
（
土
）
に
は
本
企
画
展
の

付
帯
事
業
と
し
て
、
大
竹
章
氏
に
よ
る

講
演
会
「
趙
根
在
の
写
真
を
語
る
」
を

開
催
し
た
。
当
日
は
、
悪
天
候
に
も
関

わ
ら
ず
約
一
四
〇
名
も
の
参
加
者
が
あ

り
、
講
演
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
大
竹
氏
は
写
真
を
一
点
ず
つ
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
し
な
が
ら
当
時
の
療
養
所
の

生
活
や
人
物
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
ポ

ス
タ
ー
の
写
真
の
杉
原
宗
三
郎
さ
ん
に

つ
い
て
は
「
日
本
に
渡
り
し
希
ひ
の
学

成
ら
ず
食
に
追
は
れ
ト
ン
ネ
ル
を
掘

る
」
と
い
う
彼
の
短
歌
と
共
に
在
日
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
と
し
て
生
き
た
杉
原
さ

ん
の
人
生
を
伝
え
た
。
ま
た
、
園
内
で

様
々
な
作
業
を
し
て
い
た
入
所
者
の
写

真
を
示
し
、
当
時
の
作
業
の
意
味
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。
さ
ら
に
盲
人
に
よ

る
「
舌
読
」
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
楽
団
の
演

奏
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
戦
後
に
お
け

る
盲
人
に
よ
る
文
化
活
動
が
い
か
に
盛

ん
に
行
わ
れ
た
か
を
伝
え
た
。
最
後
に

大
竹
氏
は
趙
根
在
が
ど
れ
ほ
ど
入
所
者

に
接
近
し
、
深
い
信
頼
関
係
を
築
く
中

で
撮
影
し
た
の
か
を
伝
え
、
彼
の
写
真

に
は
「
私
た
ち
の
生
き
た
時
代
が
形
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。
是

非
こ
の
機
会
に
多
く
の
方
に
趙
根
在
の

写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
会
期
は

来
年
５
月
31
日
ま
で
。

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
た
。

　
両
日
と
も
に
報
告
後
に
活
発
な
質
疑

応
答
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
過
程

で
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
保
存
の
方

法
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
当
館
の
取

り
組
み
が
参
考
に
な
る
場
合
に
は
助
言

を
惜
し
ま
な
い
。
今
後
も
情
報
交
換
、

交
流
を
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

　
笹
川
記
念
保
健
協
力

財
団
が
主
催
す
る
「
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
保
存

の
た
め
の
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
10
月
31

日
（
金
）
～
11
月
３
日

（
月
）
の
日
程
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
歴
史
保
存
の
計
画

が
あ
る
国
の
行
政
官
、

医
師
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
を
招
き
、
歴
史

保
存
事
業
が
進
ん
で
い

る
日
本
の
事
例
を
知
っ

て
参
考
に
し
て
も
ら
う

目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
、

一
昨
年
10
月
に
続
い
て

の
開
催
で
、
日
程
前
半

の
２
日
間
、
資
料
館
が

協
力
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
タ
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
11
人

が
参
加
し
、
同
時
通
訳
が
入
っ
た
初
日

は
、
喜
多
悦
子
財
団
理
事
長
の
挨
拶
、

山
口
和
子
財
団
顧
問
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
を
保
存
す
る
意
義
に
つ
い
て

の
講
演
、
星
野
奈
央
財
団
主
任
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ね
ら
い
の
説
明
後
、

主
と
し
て
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

の
取
り
組
み
の
特
徴
を
参
集
者
に
解
説
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
時
間
と
な
っ
た
。

そ
し
て
２
日
目
を
中
心
に
各
国
の
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
保
存
事
業
の
現
状
や
計

画
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
資
料
館
か
ら
は
、
ま
ず
平
沢
保
治
運

営
委
員
が
「
未
来
を
担
う
人
た
ち
の

「
心
」
に
訴
え
る
資
料
館
」
と
い
う
演

題
で
、
人
権
尊
重
と
い
う
人
類
社
会
に

共
有
さ
れ
る
べ
き
普
遍
的
価
値
観
の
構

築
を
目
指
し
、
未
来
志
向
で
取
り
組
む

資
料
館
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
参
加
者

に
語
り
か
け
た
。
次
い
で
稲
葉
学
芸
課

長
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
設
立
前

提
と
成
立
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
解
説
し
、

続
い
て
黒
尾
学
芸
部
長
が
現
行
の
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
い
か
な
る
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
し
た
。

稲
葉
・
黒
尾
報
告
で
は
、
歴
史
保
存
や

記
憶
継
承
の
方
法
は
、
史
資
料
の
残
存

状
況
に
応
じ
て
博
物
館
、
図
書
館
、
文

書
館
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
演

劇
・
音
楽
シ
ア
タ
ー
、
史
跡
保
存
な
ど

様
々
に
考
え
ら
れ
、
日
本
で
は
、
博
物

館
を
中
核
と
す
る
方
法
を
選
択
し
、
充

実
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ

の
報
告
に
各
国
で
の
歴
史
保
存
事
業
は

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
好
適
な
方
法
を
採
用
し
て
ほ
し
い

　
10
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
よ
り
２

時
50
分
ま
で
資
料
館
映
像
ホ
ー
ル
で
、

東
京
弁
護
士
会
、
東
京
第
一
弁
護
士
会
、

東
京
第
二
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
、
第

67
期
司
法
修
習
生
50
名
を
対
象
と
し
た

「
人
権
の
森
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。
司
会
は
川
上
詩
朗
弁
護

士
（
新
宿
法
律
事
務
所
）、
パ
ネ
リ
ス

ト
は
佐
川
修
（
多
磨
全
生
園
入
所
者
自

治
会
長
）、
新
保
庄
三
（
花
さ
き
保
育

園
理
事
長
）、
鮎
京
眞
知
子
（
弁
護
士
）

の
３
氏
で
あ
る
。

　
司
会
者
の
指
名
で
始
め
に
佐
川
自
治

会
長
が
「
将
来
構
想
と
し
て
自
治
会
が

人
権
の
森
構
想
を
決
め
た
の
は
平
成
14

年
、
そ
れ
以
来
東
村
山
市
や
市
民
団
体

と
一
緒
に
運
動
を
進
め
て
い
る
。
自
分

た
ち
が
植
え
た
３
万
本
の
樹
木
、
歴
史

的
建
造
物
、
数
々
の
史
蹟
、
記
念
碑
、

案
内
板
、
小
公
園
、
納
骨
堂
、
資
料
館
、

ハ
病
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
全
て
を
記
念

公
園
・
人
権
の
森
と
し
て
残
し
た
い
。

そ
し
て
多
く
の
人
に
人
権
の
大
切
さ
を

学
び
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
活
用
し
て

頂
き
た
い
」
と
、
構
想
の
経
緯
と
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
説
明
し
た
。

　
鮎
京
弁
護
士
は
「
入
所
者
が
自
ら
の

意
志
で
人
権
の
森
構
想
を
立
ち
上
げ
た

意
義
、
ま
た
草
津
の
重
監
房
資
料
館
も

入
所
者
の
意
志
で
署
名
活
動
を
行
い
、

関
係
者
を
動
か
し
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

生
命
を
守
り
歴
史
を
残
す
こ
れ
ら
の
行

動
は
高
く
評
価
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　
新
保
理
事
長
は
「
二
〇
〇
九
年
に
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
そ
の
前
年
か
ら
全
生
園
の
中
に
保

育
園
を
開
設
し
た
い
と
要
望
、
自
治
会

の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
要
請
活
動
が

つ
づ
け
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
に
新
園
舎

で
再
開
園
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
緑
豊
か

な
園
内
を
散
策
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
が
一
巡
し
、
そ

の
後
東
村
山
市
企
画
政
策
課
の
進
藤
昌

子
氏
が
登
壇
、
東
村
山
市
が
人
権
の
森

構
想
に
関
わ
り
、
ポ
ス
タ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

ワ
ッ
ペ
ン
、
写
真
集
作
成
な
ど
の
活
動

状
況
を
映
像
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
会
場
か
ら
の
質
問
が
相
次
ぎ

若
干
時
間
を
超
過
し
て
終
了
し
た
。

本
年
は
栗
生
楽
泉
園
、
多
磨
全
生
園
、

菊
池
恵
楓
園
の
入
所
者
も
出
品
し
、
二

七
四
㎡
の
展
示
ホ
ー
ル
は
絵
画
、
彫
刻
、

陶
芸
、
書
道
、
写
真
、
諸
工
芸
（
ち
り

め
ん
細
工
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
押

し
花
細
工
、
七
宝
焼
）
な
ど
の
作
品
で

埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
ま
た
30
年
の
あ
ゆ

み
を
示
す
写
真
ア
ル
バ
ム
等
も
展
示
さ

れ
、
ビ
デ
オ
上
映
も
行
わ
れ
た
。

　
入
所
者
の
高
齢
化
等
か
ら
、
今
後
の

開
催
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

会
場
に
は
出
品
者
も
多
数
参
会
し
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
お
互
い

の
作
品
に
見
入
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　「
粘
土
や
筆
に
託
し
て
作
品
と
い
う

形
で
社
会
の
人
々
と
交
流
を
求
め
る
こ

と
は
、
生
き
る
希
望
で
も
あ
り
ま
す
」

（
同
展
ち
ら
し
、「
架
け
橋
の
会
」
会
長 

池
田
士
郎
氏
）。
創
作
と
い
う
営
み
が

作
品
と
し
て
結
実
し
た
瞬
間
の
充
実
感

も
さ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
展
示
さ
れ
、

観
覧
者
に
見
つ
め
ら
れ
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
で
あ
り
目
標
と
も
な
っ
て
き
た

だ
ろ
う
。
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
作
品

の
数
々
か
ら
、
展
示
に
よ
っ
て
紡
が
れ

て
き
た
つ
な
が
り
、
出
品
者
の
喜
び
の

場
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
。

展
示
解
説
を
す
る
稲
葉
学
芸
課
長

講
師
大
竹
章
氏
を
紹
介
す
る
金
学
芸
員

ハンセン病の歴史保存のための
国際ワークショップに資料館が協力

企
画
展
・
満
員
だ
っ
た
講
演
会

「
趙
根
在
の
写
真
を
語
る
」

展
示
作
品
を
見
る
人
た
ち

東
京
弁
護
士
会
司
法
修
習
生
に

　
資
料
館
で
は
二
〇
一

四
年
５
月
か
ら
、
各
園

文
書
資
料
調
査
の
一
環

と
し
て
、
多
磨
全
生
園

（
施
設
）
の
調
査
を
進

め
て
い
る
。
担
当
は
学

芸
部
長
の
黒
尾
と
学
芸

課
の
大
高
。
多
磨
全
生

園
長
を
は
じ
め
と
し
た

園
か
ら
の
全
面
的
な
ご

協
力
の
も
と
、
園
に
眠

る
歴
史
的
な
文
書
資
料

の
目
録
作
成
を
行
っ
て

い
る
。

　
11
月
末
時
点
で
、
事

務
本
館
、
第
２
・
３
治

療
棟
、
第
１
セ
ン
タ
ー
、

新
セ
ン
タ
ー
、
一
般
寮
介
護
棟
、
福
祉

課
、
看
護
学
校
（
旧
校
舎
、
物
置
）
の

調
査
が
終
了
し
て
い
る
。
残
す
と
こ
ろ

は
、
看
護
学
校
現
校
舎
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
特
に
文
書
資

料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
の
は
看
護
学

校
で
あ
る
。
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
旧

校
舎
や
そ
の
裏
に
あ
る
物
置
の
な
か
に
、

箱
詰
め
さ
れ
た
文
書
が
眠
っ
て
い
た
。

看
護
学
校
生
徒
の
実
習
記
録
や
レ
ポ
ー

ト
、
日
誌
、
学
校
祭
関
係
資
料
、
ア
ル

バ
ム
な
ど
、
看
護
学
校
の
歴
史
を
物
語

る
貴
重
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
看
護
学
校
旧
校

舎
裏
の
物
置
や
薬
剤
科
内
部
の
地
下
倉

庫
な
ど
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
所
も
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
全
生
園
の
関
係
各
位
に
、
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

全生園の文書資料を調査
看護学校に沢山の文書資料
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11
月
16
日
（
日
）
か
ら
「
こ
の
人
た

ち
に
光
を
―
写
真
家
趙

チ
ョ
ウ

根グ
ン

在ジ
ェ

が
伝
え
た

入
所
者
の
姿
」
展
を
開
催
し
て
い
る
。

初
日
に
は
趙
根
在
の
奥
様
の
齋
藤
君
子
、

多
磨
全
生
園
入
所
者
の
大
竹
章
、
当
館

運
営
委
員
・
語
り
部
の
佐
川
修
の
３
氏

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。
来
館
者

は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か

け
て
療
養
所
を
撮
影
し
た
写
真
に
興
味

深
く
見
入
っ
て
い
た
。

　
11
月
29
日
（
土
）
に
は
本
企
画
展
の

付
帯
事
業
と
し
て
、
大
竹
章
氏
に
よ
る

講
演
会
「
趙
根
在
の
写
真
を
語
る
」
を

開
催
し
た
。
当
日
は
、
悪
天
候
に
も
関

わ
ら
ず
約
一
四
〇
名
も
の
参
加
者
が
あ

り
、
講
演
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
大
竹
氏
は
写
真
を
一
点
ず
つ
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
し
な
が
ら
当
時
の
療
養
所
の

生
活
や
人
物
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
ポ

ス
タ
ー
の
写
真
の
杉
原
宗
三
郎
さ
ん
に

つ
い
て
は
「
日
本
に
渡
り
し
希
ひ
の
学

成
ら
ず
食
に
追
は
れ
ト
ン
ネ
ル
を
掘

る
」
と
い
う
彼
の
短
歌
と
共
に
在
日
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
と
し
て
生
き
た
杉
原
さ

ん
の
人
生
を
伝
え
た
。
ま
た
、
園
内
で

様
々
な
作
業
を
し
て
い
た
入
所
者
の
写

真
を
示
し
、
当
時
の
作
業
の
意
味
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。
さ
ら
に
盲
人
に
よ

る
「
舌
読
」
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
楽
団
の
演

奏
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
戦
後
に
お
け

る
盲
人
に
よ
る
文
化
活
動
が
い
か
に
盛

ん
に
行
わ
れ
た
か
を
伝
え
た
。
最
後
に

大
竹
氏
は
趙
根
在
が
ど
れ
ほ
ど
入
所
者

に
接
近
し
、
深
い
信
頼
関
係
を
築
く
中

で
撮
影
し
た
の
か
を
伝
え
、
彼
の
写
真

に
は
「
私
た
ち
の
生
き
た
時
代
が
形
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。
是

非
こ
の
機
会
に
多
く
の
方
に
趙
根
在
の

写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
会
期
は

５
月
31
日
ま
で
。

　
笹
川
記
念
保
健
協
力

財
団
が
主
催
す
る
「
ハ

ン
セ
ン
病
の
歴
史
保
存

の
た
め
の
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
10
月
31

日
（
金
）
～
11
月
３
日

（
月
）
の
日
程
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
歴
史
保
存
の
計
画

が
あ
る
国
の
行
政
官
、

医
師
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
を
招
き
、
歴
史

保
存
事
業
が
進
ん
で
い

る
日
本
の
事
例
を
知
っ

て
参
考
に
し
て
も
ら
う

目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
、

二
〇
一
二
年
10
月
に
続

い
て
の
開
催
で
、
日
程

前
半
の
２
日
間
、
資
料

館
が
協
力
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
タ
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
11
人

が
参
加
し
、
同
時
通
訳
が
入
っ
た
初
日

は
、
喜
多
悦
子
財
団
理
事
長
の
挨
拶
、

山
口
和
子
財
団
顧
問
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
を
保
存
す
る
意
義
に
つ
い
て

の
講
演
、
星
野
奈
央
財
団
主
任
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ね
ら
い
の
説
明
後
、

主
と
し
て
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

の
取
り
組
み
の
特
徴
を
参
集
者
に
解
説
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
時
間
と
な
っ
た
。

そ
し
て
２
日
目
を
中
心
に
各
国
の
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
保
存
事
業
の
現
状
や
計

画
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
資
料
館
か
ら
は
、
ま
ず
平
沢
保
治
運

営
委
員
が
「
未
来
を
担
う
人
た
ち
の

「
心
」
に
訴
え
る
資
料
館
」
と
い
う
演

題
で
、
人
権
尊
重
と
い
う
人
類
社
会
に

共
有
さ
れ
る
べ
き
普
遍
的
価
値
観
の
構

築
を
目
指
し
、
未
来
志
向
で
取
り
組
む

資
料
館
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
参
加
者

に
語
り
か
け
た
。
次
い
で
稲
葉
学
芸
課

長
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
設
立
前

提
と
成
立
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
解
説
し
、

続
い
て
黒
尾
学
芸
部
長
が
現
行
の
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
い
か
な
る
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
し
た
。

稲
葉
・
黒
尾
報
告
で
は
、
歴
史
保
存
や

記
憶
継
承
の
方
法
は
、
史
資
料
の
残
存

状
況
に
応
じ
て
博
物
館
、
図
書
館
、
文

書
館
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
演

劇
・
音
楽
シ
ア
タ
ー
、
史
跡
保
存
な
ど

様
々
に
考
え
ら
れ
、
日
本
で
は
、
博
物

館
を
中
核
と
す
る
方
法
を
選
択
し
、
充

実
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ

の
報
告
に
各
国
で
の
歴
史
保
存
事
業
は

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
好
適
な
方
法
を
採
用
し
て
ほ
し
い

　
10
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
よ
り
２

時
50
分
ま
で
資
料
館
映
像
ホ
ー
ル
で
、

東
京
弁
護
士
会
、
東
京
第
一
弁
護
士
会
、

東
京
第
二
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
、
第

67
期
司
法
修
習
生
50
名
を
対
象
と
し
た

「
人
権
の
森
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。
司
会
は
川
上
詩
朗
弁
護

士
（
新
宿
法
律
事
務
所
）、
パ
ネ
リ
ス

ト
は
佐
川
修
（
多
磨
全
生
園
入
所
者
自

治
会
長
）、
新
保
庄
三
（
花
さ
き
保
育

園
理
事
長
）、
鮎
京
眞
知
子
（
弁
護
士
）

の
３
氏
で
あ
る
。

　
司
会
者
の
指
名
で
始
め
に
佐
川
自
治

会
長
が
「
将
来
構
想
と
し
て
自
治
会
が

人
権
の
森
構
想
を
決
め
た
の
は
平
成
14

年
、
そ
れ
以
来
東
村
山
市
や
市
民
団
体

と
一
緒
に
運
動
を
進
め
て
い
る
。
自
分

た
ち
が
植
え
た
３
万
本
の
樹
木
、
歴
史

的
建
造
物
、
数
々
の
史
蹟
、
記
念
碑
、

案
内
板
、
小
公
園
、
納
骨
堂
、
資
料
館
、

ハ
病
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
全
て
を
記
念

公
園
・
人
権
の
森
と
し
て
残
し
た
い
。

そ
し
て
多
く
の
人
に
人
権
の
大
切
さ
を

学
び
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
活
用
し
て

頂
き
た
い
」
と
、
構
想
の
経
緯
と
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
説
明
し
た
。

　
鮎
京
弁
護
士
は
「
入
所
者
が
自
ら
の

意
志
で
人
権
の
森
構
想
を
立
ち
上
げ
た

意
義
、
ま
た
草
津
の
重
監
房
資
料
館
も

入
所
者
の
意
志
で
署
名
活
動
を
行
い
、

関
係
者
を
動
か
し
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

生
命
を
守
り
歴
史
を
残
す
こ
れ
ら
の
行

動
は
高
く
評
価
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　
新
保
理
事
長
は
「
二
〇
〇
九
年
に
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
そ
の
前
年
か
ら
全
生
園
の
中
に
保

育
園
を
開
設
し
た
い
と
要
望
、
自
治
会

の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
要
請
活
動
が

つ
づ
け
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
に
新
園
舎

で
再
開
園
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
緑
豊
か

な
園
内
を
散
策
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
が
一
巡
し
、
そ

の
後
東
村
山
市
企
画
政
策
課
の
進
藤
昌

子
氏
が
登
壇
、
東
村
山
市
が
人
権
の
森

構
想
に
関
わ
り
、
ポ
ス
タ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

ワ
ッ
ペ
ン
、
写
真
集
作
成
な
ど
の
活
動

状
況
を
映
像
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
会
場
か
ら
の
質
問
が
相
次
ぎ

若
干
時
間
を
超
過
し
て
終
了
し
た
。

　
11
月
14
日
（
金
）

よ
り
３
日
間
、
奈
良

県
の
天
理
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
「
第
30

回
架
け
橋
美
術
展
」

が
開
催
さ
れ
た
（「
架

け
橋
　
長
島
・
奈
良

を
結
ぶ
会
」（
以
下

「
架
け
橋
の
会
」）、

第
30
回
架
け
橋
美
術

展
実
行
委
員
会
主

催
）。
今
年
市
制
60

周
年
を
迎
え
た
天
理

市
も
協
力
し
て
の
開

催
で
あ
っ
た
。

　「
架
け
橋
美
術
展
」

は
瀬
戸
内
地
域
の
長

島
愛
生
園
、
邑
久
光

明
園
、
大
島
青
松
園

を
中
心
と
す
る
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
の
作
品
を
募
り
、

奈
良
県
内
で
年
１
回
開
催
さ
れ
て
き
た
。

本
年
は
栗
生
楽
泉
園
、
多
磨
全
生
園
、

菊
池
恵
楓
園
の
入
所
者
も
出
品
し
、
二

七
四
㎡
の
展
示
ホ
ー
ル
は
絵
画
、
彫
刻
、

陶
芸
、
書
道
、
写
真
、
諸
工
芸
（
ち
り

め
ん
細
工
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
押

し
花
細
工
、
七
宝
焼
）
な
ど
の
作
品
で

埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
ま
た
30
年
の
あ
ゆ

み
を
示
す
写
真
ア
ル
バ
ム
等
も
展
示
さ

れ
、
ビ
デ
オ
上
映
も
行
わ
れ
た
。

　
入
所
者
の
高
齢
化
等
か
ら
、
今
後
の

開
催
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

会
場
に
は
出
品
者
も
多
数
参
会
し
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
お
互
い

の
作
品
に
見
入
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　「
粘
土
や
筆
に
託
し
て
作
品
と
い
う

形
で
社
会
の
人
々
と
交
流
を
求
め
る
こ

と
は
、
生
き
る
希
望
で
も
あ
り
ま
す
」

（
同
展
ち
ら
し
、「
架
け
橋
の
会
」
会
長 

池
田
士
郎
氏
）。
創
作
と
い
う
営
み
が

作
品
と
し
て
結
実
し
た
瞬
間
の
充
実
感

も
さ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
展
示
さ
れ
、

観
覧
者
に
見
つ
め
ら
れ
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
で
あ
り
目
標
と
も
な
っ
て
き
た

だ
ろ
う
。
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
作
品

の
数
々
か
ら
、
展
示
に
よ
っ
て
紡
が
れ

て
き
た
つ
な
が
り
、
出
品
者
の
喜
び
の

場
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
。

展
示
解
説
を
す
る
稲
葉
学
芸
課
長

人
権
の
森
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
大
竹
章
氏
を
紹
介
す
る
金
学
芸
員

展
示
作
品
を
見
る
人
た
ち

東
京
弁
護
士
会
司
法
修
習
生
に

作品と展示を通して紡ぐつながり

人
権
の
森
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第30回架け橋美術展開催

改
正
基
本
法
衆
参
両
院
で
成
立

退
所
者
遺
族
へ
給
与
金
継
承

　
資
料
館
で
は
二
〇
一

四
年
５
月
か
ら
、
各
園

文
書
資
料
調
査
の
一
環

と
し
て
、
多
磨
全
生
園

（
施
設
）
の
調
査
を
進

め
て
い
る
。
担
当
は
学

芸
部
長
の
黒
尾
と
学
芸

課
の
大
高
。
多
磨
全
生

園
長
を
は
じ
め
と
し
た

園
か
ら
の
全
面
的
な
ご

協
力
の
も
と
、
園
に
眠

る
歴
史
的
な
文
書
資
料

の
目
録
作
成
を
行
っ
て

い
る
。

　
11
月
末
時
点
で
、
事

務
本
館
、
第
２
・
３
治

療
棟
、
第
１
セ
ン
タ
ー
、

新
セ
ン
タ
ー
、
一
般
寮
介
護
棟
、
福
祉

課
、
看
護
学
校
（
旧
校
舎
、
物
置
）
の

調
査
が
終
了
し
て
い
る
。
残
す
と
こ
ろ

は
、
看
護
学
校
現
校
舎
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
特
に
文
書
資

料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
の
は
看
護
学

校
で
あ
る
。
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
旧

校
舎
や
そ
の
裏
に
あ
る
物
置
の
な
か
に
、

箱
詰
め
さ
れ
た
文
書
が
眠
っ
て
い
た
。

看
護
学
校
生
徒
の
実
習
記
録
や
レ
ポ
ー

ト
、
日
誌
、
学
校
祭
関
係
資
料
、
ア
ル

バ
ム
な
ど
、
看
護
学
校
の
歴
史
を
物
語

る
貴
重
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
看
護
学
校
旧
校

舎
裏
の
物
置
や
薬
剤
科
内
部
の
地
下
倉

庫
な
ど
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
所
も
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
全
生
園
の
関
係
各
位
に
、
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
11
月
６
日
16
時
よ
り
参
議
院
会
館
で

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
議
員
懇
談
会
と
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
最
終
解
決
を
進
め
る
国

会
議
員
懇
談
会
の
合
同
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
議
題
は
給
与
金
を
受
け
て
い
る

退
所
者
が
死
亡
し
た
時
、
遺
族
が
給
与

金
を
継
承
す
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
で
、

要
望
を
受
け
各
党
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
検
討
を
重
ね
、
議
員
立
法
で

次
の
よ
う
な
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　「
基
本
法
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
趣
旨
・
退
所
者
給
与
金
受
給
者
死
亡

後
の
配
偶
者
等
の
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
の
経
済
的
支
援

　
○
現
在
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
退
所

者
に
対
し
て
は
、
そ
の
生
活
の
安
定
を

図
る
た
め
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
退

所
者
給
与
金
を
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
○
退
所
者
が
死
亡
し
て
退
所
者
給
与

金
が
絶
た
れ
る
と
配
偶
者
等
の
生
活
が

不
安
定
と
な
る
こ
と
か
ら
、
残
さ
れ
た

配
偶
者
等
に
対
し
て
は
、
退
所
者
と
苦

労
を
と
も
に
し
て
き
た
特
別
な
事
情
に

か
ん
が
み
て
、
経
済
的
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
以
下
の
内
容
を
実
現
す
る
よ
う

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

を
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

▼
支
給
対
象
者
　
退
所
者
給
与
金
の
扶

養
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
配
偶
者
又
は
一
親
等
の
直
系
尊
属

（
特
定
配
偶
者
等
）

▼
支
給
額

　
一
二
八
、
〇
〇
〇
円
／
月

（
全
国
一
律
）

こ
の
法
案
は
11
月
14
・
19
日
衆
・
参
議

院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し

た
。
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10
月
31
日
～
11

月
３
日
第
41
回
全

生
園
ま
つ
り
が

「
来
た
道
　
行
く

道
　
支
え
合
い
　

共
に
守
ろ
う
人
権

の
森
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
た
。

　
10
月
31
日
は
開

会
式
が
行
わ
れ
、

11
月
３
日
は
諸
団

体
に
よ
る
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
た
。

　
開
催
期
間
中
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
作
品
展

示
が
行
わ
れ
た
。
手
芸
、
陶
芸
、
盆
栽
、

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
華
道
、
文
芸
と

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
並
ん
だ
。

　
目
を
引
い
た
の
は
東
村
山
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
ひ
が
っ
し
ー
」
を
模
し
た
陶

芸
作
品
。
作
者
の
北
高
さ
ん
は
、「
今

年
は
東
村
山
市
制
50
周
年
。（
自
分
た

ち
の
）
陶
芸
室
が
初
め
て
社
会
で
展
示

し
た
の
は
東
村
山
市
の
公
民
館
だ
っ

た
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
東
村
山

市
と
の
交
流
を
振
り
返
り
な
が
ら
作
っ

た
作
品
で
あ
っ
た
。ま
た
、大
き
な
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
は
入
所
者
４
人
の
共

同
制
作
で
、
一
緒
に
制
作
風
景
の
写
真

も
展
示
し
て
い
た
。
作
品
だ
け
で
な
く
、

集
中
し
て
作
る
入
所
者
の
顔
も
印
象
に

残
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
作
が
生
ま
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
10
月
17
日

（
金
）
午
後
４
時

か
ら
日
本
財
団
ビ

ル
で
、
笹
川
記
念

保
健
協
力
財
団
の

設
立
40
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ

た
。
当
館
か
ら
も

成
田
館
長
と
佐

川
・
平
沢
両
運
営

委
員
が
招
待
を
受

け
た
が
、
全
療
協

の
厚
労
省
交
渉
と

重
な
っ
た
こ
と
な

ど
も
あ
っ
て
、
黒

尾
学
芸
部
長
と
稲

葉
学
芸
課
長
が
代

理
で
出
席
し
た
。

　
笹
川
記
念
保
健

協
力
財
団
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
中
心

に
保
健
医
療
や
福

祉
の
国
際
協
力
を
進
め
る
目
的
で
、
一

九
七
四
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
。
化
学

療
法
の
推
進
な
ど
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
に

力
を
注
ぎ
つ
つ
、
寄
生
虫
対
策
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、
ブ
ル
ー
リ
潰

瘍
な
ど
へ
の
医
療
協
力
も
行
っ
て
き
た
。

ま
た
近
年
で
は
、
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア

や
看
護
師
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
式
典
で
、
ま
ず
喜
多
悦
子
理
事
長
が

挨
拶
し
、
設
立
か
ら
今
日
ま
で
の
取
り

組
み
を
概
括
し
た
。
続
い
て
来
賓
と
し

て
、
中
谷
比
呂
樹
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
補

が
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
事
務
局
長

と
プ
ー
ナ
ム
・
シ
ン
南
東
ア
ジ
ア
地
域

事
務
局
長
か
ら
の
英
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

翻
訳
し
て
披
露
し
た
。

　
そ
の
後
記
念
講
演
に
移
っ
た
。
紀
伊

國
献
三
会
長
は
こ
れ
ま
で
関
わ
り
の
深

か
っ
た
40
人
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
な
が

ら
、
40
年
間
を
振
り
返
っ
た
。
笹
川
陽

平
日
本
財
団
会
長
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
へ
の
医
療
協
力
や
日
中
医
学
奨
学
金

制
度
な
ど
、
印
象
深
か
っ
た
事
業
を
い

く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
記
念
講
演
の
後
に
は
会
場
を
移
し
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。
ま
ず
主

催
者
を
代
表
し
て
、
日
野
原
重
明
名
誉

会
長
が
挨
拶
し
た
。
続
い
て
、
坂
本
す

が
日
本
看
護
協
会
会
長
と
、
髙
久
史
麿

日
本
医
学
会
会
長
が
来
賓
と
し
て
挨
拶

し
た
。
ま
た
、
記
念
に
と
用
意
し
た
特

大
の
ケ
ー
キ
で
、
数
日
前
に
迎
え
た
日

野
原
名
誉
会
長
の
誕
生
日
を
急
遽
祝
う

な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

関
係
者
が
歓
談
し
た
。

設立40周年記念式典開催
笹川記念保健協力財団

　
東
村
山
市
民
が
多
磨
全
生
園
を
描
い

た
絵
画
展
を
、
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
し
て
い
る
。
描
い
た
の
は
市
内
在
住

の
小
中
学
生
や
一
般
の
方
で
、
園
内
各

所
を
思
い
思
い
に
写
生
し
た
色
鉛
筆
画
、

水
彩
画
、
油
彩
画
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

　
こ
の
絵
画
展
は
、
多
磨
全
生
園
入
所

者
自
治
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
村
山
活
き

生
き
ま
ち
づ
く
り
と
が
、
各
学
校
な
ど

に
出
品
を
呼
び
か
け
、
企
画
し
た
も
の
。

毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
文
化
祭
「
全

生
園
ま
つ
り
」
の
会
場
で
、
昨
年
に
続

き
展
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
当
館
に
巡

回
展
と
し
て
回
っ
て
来
た
の
だ
。

　
入
所
者
自
治
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た

作
品
は
、
苔
む
し
た
老
木
を
中
学
３
年

生
が
描
い
た
本
格
的
な
油
彩
画
で
、
見

る
者
を
驚
か
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ

対
象
を
違
う
構
図
で
描
い
た
同
級
生
同

士
の
色
鉛
筆
画
は
、
一
緒
に
写
生
に
訪

れ
た
時
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
情
景
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。

　
昨
年
に
比
べ
、
応
募
作
品
の
数
は
４

倍
以
上
に
、
入
選
し
展
示
さ
れ
た
作
品

数
も
２
倍
以
上
の
48
点
に
増
え
た
。
こ

の
絵
画
展
の
認
知
度
が
上
が
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
多
磨
全
生
園
に
注
目
す
る

人
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

絵
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
人
々
と
の

距
離
が
縮
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
市
民
が
描
く
多
磨
全
生
園
を
、
ぜ
ひ

多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

会
期
は
２
月
１
日
（
日
）
ま
で
。
新
年

は
１
月
４
日
（
日
）
か
ら
開
館
。
た
だ

し
、
毎
週
月
曜
日
と
１
月
13
日
（
火
）

は
休
館
日
。

襖
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
鴬

挨
拶
す
る
喜
多
悦
子
理
事
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
作
品
展
示

第
２
回
多
磨
全
生
園
絵
画
展
開
催

応
募
作
品
２
８
７
点
入
選
48
点

第41回全生園まつり開催
～入所者の作品などを展示～


